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主日礼拝    

 

前奏  

 

参集 (報告 ･ 紹介 ･ 予定) 

 

招詞 

「主の万軍よ、 

主をたたえよ 

御もとに仕え、御旨を果たすものよ。 

主に造られたものはすべて、主をたたえよ 

主の統治されるところの、どこにあっても。 

わたしの魂よ、主をたたえよ。」  
  （詩編103:21,22） 

 

頌栄 24「たたえよ主の民」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

使徒信条 

我
われ

は天地
てんち

の造
つく

り主
ぬし

、全能
ぜんのう

の父
ちち

なる神
かみ

を信
しん

ず。 

我
われ

はその独
ひと

り子
ご

、我
われ

らの主
しゅ

イエス・キリストを信
しん

ず。

主
しゅ

は聖霊
せいれい

によりてやどり、処女
おとめ

マリヤより生
う

まれ、

ポンテオ・ピラトのもとに苦
くる

しみを受
う

け、十字架
じゅうじか

に

つけられ、死
し

にて葬
ほうむ

られ、陰府
よ み

にくだり、三日目
みっかめ

に

死人
しにん

のうちよりよみがへり、天
てん

に昇り
のぼ

、全能
ぜんのう

の父
ちち

な

る神
かみ

の右
みぎ

に坐
ざ

したまへり、かしこより来
き

たりて、生
い

ける者
もの

と死
し

ねる者
もの

とを審
さば

きたまはん。 

我
われ

は聖霊
せいれい

を信
しん

ず、聖
せい

なる公
こう

同
どう

の教会
きょうかい

、聖徒
せいと

の交
まじ

は

り、罪
つみ

の赦
ゆる

し、身体
からだ

のよみがえり、永遠
とこしえ

の命
いのち

を信
しん

ず。

アーメン 

 

祈祷 

 

献金  

献金箱が受付に置いてあります 

ので、礼拝前にお献げください。 

 

 

主の祈り 

天
てん

にまします我
われ

らの父
ちち

よ、 

ねがわくは み名
な

をあがめさせたまえ。 

み国
くに

を来
きた

らせたまえ。 

みこころの天
てん

になるごとく 

地
ち

にもなさせたまえ。 

我
われ

らの日用
にちよう

の糧
かて

を、今
きょ

日
う

も与
あた

えたまえ。 

我
われ

らに罪
つみ

をおかす者
もの

を我
われ

らがゆるすごとく、 

我
われ

らの罪
つみ

をもゆるしたまえ。 

我
われ

らをこころみにあわせず、 

悪
あく

より救
すく

い出
いだ

したまえ。 

国
くに

とちからと栄
さか

えとは限
かぎ

りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

聖書 申命記 18：15～22 
旧約（新共同訳）P309～P310 

 

あなたの神、主はあなたの中から、あなたの同胞の

中から、わたしのような預言者を立てられる。あな

たたちは彼に聞き従わねばならない。このことはす

べて、あなたがホレブで、集会の日に、「二度とわ

たしの神、主の声を聞き、この大いなる火を見て、

死ぬことのないようにしてください」とあなたの神、

主に求めたことによっている。主はそのときわたし

に言われた。「彼らの言うことはもっともである。 

わたしは彼らのために、同胞の中からあなたのよう

な預言者を立ててその口にわたしの言葉を授ける。

彼はわたしが命じることをすべて彼らに告げるで

あろう。彼がわたしの名によってわたしの言葉を語

るのに、聞き従わない者があるならば、わたしはそ

の責任を追及する。ただし、その預言者がわたしの

命じていないことを、勝手にわたしの名によって語

り、あるいは、他の神々の名によって語るならば、

その預言者は死なねばならない。」 

あなたは心の中で、「どうして我々は、その言葉が

主の語られた言葉ではないということを知りうる

だろうか」と言うであろう。その預言者が主の御名

によって語っても、そのことが起こらず、実現しな

ければ、それは主が語られたものではない。預言者

が勝手に語ったのであるから、恐れることはない。 
 
 
 
 
 
 



賛美 403「聞けよ、愛と真理の」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

説教「神の言葉を聞く」 
 

賛美 467「われらを導く」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 

 

祝祷 
 

アーメン 

 
 
 

 

後奏  

 

司 式 光成 由樹 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 恵 
 

 

※お立ちになるのが困難な方は、 

座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※賛美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 

２．良き友となりて 常にみちびき、 

  まよわば尋ねて つれ帰りませ。 

  我らの祈りを 受け入れたまえ、 

  我らは主のもの、ただ主に頼る。 

 
４．主よ、いつくしみを 我らに満たし、 

  今よりみむねを なさしめたまえ。 


